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平
成
10
年
4
月
5
日
、
当
時
の
山
口
県
光
市
と
光
町
は
、
そ
の
名
の
ご
と
く
同
じ

「
光
」
の
一
字
を
自
治
体
名
に
も
つ
ま
ち
と
し
て
、
ひ
か
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
栄
光
と

発
展
を
願
い
、
信
頼
と
友
情
の
も
と
お
互
い
の
ま
ち
に
虹
の
橋
を
か
け
、
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
な
ど
七
色
の
友
好
交
流
を
進
め
る
た
め
「
友
好
交
流
の
誓
い
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
10
月
4
日
、
当
時
の
光
市
と
大
和
町
が
合
併
し
新
市
「
光
市
」
が
、
ま
た

「
横
芝
光
町
」
が
誕
生
し
両
市
町
と
も
合
併
に
よ
り
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
友
好
交
流
を
今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
両
市
町
の
繁
栄
を
願

い
、
11
月
26
日
付
け
で
「
友
好
交
流
の
誓
い
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

光
市
は
、
山
口
県
の
東
南
部
、
周
南
工
業
地
帯
の
東
部
に
位
置
し
、
東
西
方

向
は
約
16
㎞
、
南
北
方
向
は
約
15
㎞
の
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
を
一
部
に
含
む
自

然
景
観
の
優
れ
た
人
口
約
5
万
4
千
人
の
都

市
で
す
。

市
域
の
北
西
部
に
は
島
田
川
、
北
東
部
に
は

田
布
施
川
が
流
れ
て
お
り
、
両
河
川
を
中
心
に

ま
と
ま
っ
た
平
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
両

河
川
の
上
流
部
に
は
良
好
な
田
園
地
域
が
広

が
る
と
と
も
に
、
島
田
川
下
流
部
の
河
口
デ
ル
タ
地

帯
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
や
岩
田
駅
周
辺
に
は
市
街
地
が
形

成
さ
れ
、
瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
白
砂
青
松
の
室
積
・
虹
ヶ
浜
海
岸
や
象
鼻
ヶ
岬
な
ど
風
光
明
媚
な
海

岸
部
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
、
ま
た
、
青
々
と
し
た
森
の
石
城
山
を
中

心
と
し
た
山
間
部
は
石
城
山
県
立
自
然
公
園
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

■
光
市
紹
介

食
生
活
改
善

推
進
活
動
に
功
績

平
成
18
年
度
納
税
表
彰

千
葉
県
食
生
活
改
善
協
議
会
会
長
表
彰

山
口
県
光
市
と 

  
　「
友
好
交
流
の
誓
い
」を
締
結 
山
口
県
光
市
と 

  
　「
友
好
交
流
の
誓
い
」を
締
結 

横芝光町 

山口県光市 

食
生
活
改
善
活
動
を
実
践
し
、
地
域
に

お
け
る
食
生
活
改
善
・
健
康
増
進
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
10
月
31
日
、

「
平
成
18
年
度
千
葉
県
栄
養
改
善
大
会
」

で
次
の
７
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

☆
東
金
税
務
署
長
表
彰

森
川
　
忠
（
東
町
）

☆
東
金
税
務
署
長
感
謝
状

竹
田
　
妙
子
（
鳥
喰
新
田
）

「
税
に
関
す
る
作
文
」

☆
東
金
税
務
署
長
賞

菅
　
久
美
子
（
横
芝
敬
愛
高
校
2
年
）

鹿
島
　
栞
　
（
横
芝
中
学
校
3
年
）

向
後
　
俊
佑
（
光
中
学
校
3
年
）

〈
敬
称
略
〉

優
良
食
生
活
改
善
推
進
員

實
川
く
に
子
（
長
塚
）

齊
藤
冨
美
枝
（
篠
本
三
区
）

椎
名
　
洋
子
（
木
戸
）

佐
久
間
和
子
（
芝
崎
）

伊
藤
ア
ヤ
子
（
尾
垂
六
区
）

渡
辺
　
好
子
（
宮
内
）

鈴
木
み
つ
江
（
宝
米
）

〈
敬
称
略
〉

調印式（山口県光市）調印式（山口県光市）




